
  

  竜北中図書館通信 
 令和４年１２月（文責：本田） 

 

 

☆日本人初の宇宙特派員 

 

 

☆クラス別図書貸出統計（４／８～１１／２５日まで） 
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☆冬休みの本の貸出について 

まず、今かりている本は、１２月５日（月）・６日（火）に一度、全員返して下さい。 

↓ 

そのあと、冬休みの本の貸し出し １人５冊まで 

１９日（月）・２０（火）・２１日（水） の日程で貸し出しします。 

※冬休み、図書館は閉館しています。 

 

クラス   貸出数（一人平均） 

１の１        ８７８冊（２８．３冊） 

１の２   １０２７冊（３３．１冊） 

２の１          ４７５冊（１７．０冊） 

２の２           ６８１冊（２５．２冊） 

３の１          ４０３冊（１２．６冊） 

３の２         ６７４冊（２１．１冊） 

合計       ４１３８冊（２２．９冊） 

 

３学期もたくさん本を読もう！！ 

 

 

 

 １９９０年１２月、日本人で初めて宇宙の行ったのは、ＴＢＳ（東京

放送）の記者の秋山豊寛氏です。１９８９年、ＴＢＳが宇宙にジャーナ

リストを送るという企画を立て、宇宙特派員に選ばれたのです。秋山氏

は、ソビエト連邦（現在のロシア）の宇宙船ソユーズに乗り込み、宇宙

ステーションに滞在し、宇宙での生活の様子や実験などを伝えました。 

秋山氏の宇宙からの第一声は「これは本番ですか？」というユーモラ

スなものでした。 

参照：『もっと知りたい図鑑 日本はじめて図鑑（ポプラ社）・日本と世界の３６５日なんでも大事典（ポプラ社）』 

 



 

   

 

 

『 変な絵 』 

雨穴・著（双葉社） 

 ブログに投稿された１人の女性が描いた『風に立つ女の絵』や消

えた男の子が描いた『灰色に塗りつぶされたマンションの絵』な

ど、それぞれの絵の背景にある物語や人物が後から繋がっていき

ます。９枚の絵に秘められた謎を解いてみましょう。 

 前作『変な家』に出てくる栗原も登場します。 

『怪盗フラヌールの巡回』 

西尾 維新・著（講談社） 

 かつて、怪盗フラヌールとして活躍していた初代（父親）が亡くな

り、その息子が二代目フラヌールとなるのだが・・・。 

 しかし、実は日頃から息子は、大泥棒をしている父親が許せなかっ

た。そしてたどり着いた答えは、盗んだ品物は直接持ち主に返すこと。

直接返すというミッションは完遂できるのか。 

 次なる標的は天才研究者が集う海底大学。どうにか忍び込むことは

できたもののベテラン刑事と名探偵が立ちはだかる。 

間違い探しの答え：①右上・窓②女の人・リボン③女の人・首飾り 

            ④右中央・バラの花⑤右中央・スカーフの色 


